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要 約 
LWD種やブランド豚に対し、本試験場で維持されている系統豚「ダイセンアカブタ」（以下、大山赤ぶた）が

活用されている。これらの交配種のさらなる高品質化、アピールポイント提示等のために、大山赤ぶた自体の肉

質分析を行った。供試豚は雄10家系、20腹分、75頭を使用し、肉質は特に筋肉内脂肪含量（以下IMF）に着目

した。産肉成績において雄系統の影響は、肥育開始体重、出荷体重には無く、設定体重は揃えることができた。

その他の生時体重、離乳体重、期間増体重、DG（1日増体量）、開始日齢、出荷日数は雄系統で差が見られた。

肉質分析成績において雄系統の影響は、加熱損失、筋束数、a*（赤色度）には無く、水分、ドリップロス、IMF、

L*（明度）、b*（黄色度）には差が見られた。大山赤ぶたの平均IMF値は5.3%であった。IMFと発育、産肉成績

の関連を見るため、高、低IMF群に分類し、集計した結果、生時体重、離乳体重、背脂肪厚、枝重量、歩留まり、

と体幅の平均値に差がみられ、高IMF群は幼若齢期に低体重であるが、順調に発育した個体であった。 

 
緒 言 

デュロック種は、止め雄として使用され、特に肉

質が優れ、IMFが多い。一般にIMFは肉質の中で重

要な形質として認識され、IMFを高める育種は、世

界的に高品質なマーケットの要求を満たすために行

われている 5)。そして、本試験場で維持されている

系統豚「大山赤ぶた」が、LWD種やブランド豚生産

に活用されている。表1に示すように、近年系統造

成されている系統と比べ、ロース芯面積大きく、背

脂肪が薄い等の特徴がある。一方、国内では特定の

雄系統に極端に高いIMFの遺伝効果を認めた他県事

例 7)もあるため、大山赤ぶたの雄系統別に調査する

必要がある。また、IMF以外の改良項目ではない一

般的な肉質項目、例えば水分、ドリップロス等の形

質についても重要な形質である 2)。 

本研究の目的は、前述の交配種のさらなる高品質

化、アピールポイント提示、育種改良の可能性等の

検討ために、大山赤ぶた自体の各雄系統の産子を得

て育成肥育し、その豚肉のIMFや一般的肉質分析を

行い、雄系統による差があるかどうか調査すること

である。特にIMFと産肉形質や肉質形質との関連も

あわせて精査した。 

 

表１ 近年の系統造成豚の成績 3,4) 

項目 ユメサクラ 

エース（H27完成） 

ダイセンアカブ

タ（H22完成） 

ADG 1121 992 

BF 3.1 1.70 

EM 35.7 39.9 

IMF 6.3 4.99 

ADF平均1日増体量、BF背脂肪厚、EMロース芯面積、

IMF筋肉内脂肪含量 

 

材料と方法 
供試豚は、平成26年12月20日から平成27年3

月24日に出生した雄10家系、20腹分、75頭を使用

した。飼育体系、肉質分析方法は前報と同様である。

統計処理は、R言語を使用し、雄系統（要因）によ

る影響の分析には、Shapiro-Wilk検定で正規性が棄

却されなかった場合、一元配置分散分析を行い、正

規性が棄却された場合、Kruskal - Wallis検定を行

った。 

結果と考察 
1．産肉成績  

大山赤ぶたの雄系統毎の産肉成績を表 2 に示し
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た。肥育開始体重70kg、出荷体重115kgと設定した

ため、これらの項目の分散分析は有意差が無く、設

定体重の条件は揃えることができた。その他の、生

時体重、離乳体重、期間増体重、DG、開始日齢、出

荷日数は雄系統により差があった。 

2．肉質成績 

 大山赤ぶたの雄系統毎の肉質分析成績を表 3 に示

した。加熱損失、筋束数、a*（赤色度）に系統によ

る差は見られなかった。水分、ドリップロス、筋肉

内脂肪含量、L*、b*は差が見られた。分散分析によ

り有意差の得られた項目については、雄系統で能力

差のある可能性が示唆された。また閉鎖群において

は血縁のつながりがあるため推定育種価を利用し、

雄系統の能力を推定し分析することを検討する必要

がある。 

 

表2 大山赤ぶたの雄系統毎の産肉成績 

雄系統 N ロット

数 

生時体

重kg 

離乳 

体重kg 

開始 

体重kg 

出荷 

体重kg 

期間増

体重kg 

DG 

Kg 

開始 

日齢 

出荷 

日齢 

D1137 12 3 1.5 5.3 73.2 113.2 39.9 1.01 132.3 172.2 

D1351 8 2 1.3 5.2 71.7 116.3 44.6 1.03 127.5 171.3 

D2082 4 1 1.6 4.6 72.8 116.5 43.8 1.07 128.0 169.3 

D2115 8 2 1.4 4.6 70.8 113.8 43.0 1.07 120.5 160.8 

D2379 12 3 1.5 5.1 68.4 113.7 45.4 0.86 127.3 180.3 

D3007 12 3 1.3 5.1 72.9 113.7 40.9 0.89 138.0 184.8 

D3135 4 1 1.4 6.0 65.3 117.8 52.5 0.98 120.0 174.3 

D3149 4 1 1.6 4.4 70.3 115.0 44.7 0.94 132.0 181.3 

D4234 4 1 0.9 2.5 70.5 116.0 45.5 0.98 142.0 188.5 

D9362 13 3 1.5 5.2 73.1 115.1 42.0 1.13 129.4 166.9 

全体 81 20 1.4 4.9 71.3 114.6 43.3 0.99 130.0 174.6 

分散分析   ** ** NS NS * *** *** *** 

※危険率 ***:p<0.001, **;p<0.01, *;p<0.05 

 

表3 大山赤ぶたの雄系統毎の一般肉質分析結果 

雄系統 N 水分% 加熱 

損失% 

ドリップロス% 脂肪融点 

℃ 

筋肉内 

脂肪含量% 

筋束数 

/mm2 

肉色 

24h 48h L* a* b* 

D1137 12 72.5 30.1 2.3 3.6 30.6 5.2 282.1 55.5 14.8 15.1 

D1351 8 71.8 29.3 1.7 3.1 32.2 5.9 281.2 54.9 13.3 11.5 

D2082 4 68.9 30.1 1.2 2.6 30.1 6.0 269.3 52.8 14.7 12.2 

D2115 4 72.6 29.9 1.9 3.4 31.2 4.7 349.0 53.2 14.2 12.7 

D2379 12 72.7 30.9 2.8 4.2 31.7 4.3 246.7 56.5 12.8 13.0 

D3007 12 72.1 31.0 2.3 3.8 30.9 5.9 250.3 57.4 13.2 13.3 

D3135 4 73.1 29.1 2.2 3.7 32.1 5.1 263.1 54.7 12.9 11.4 

D3149 4 72.6 29.7 5.6 7.5 28.9 4.9 218.5 55.1 20.0 14.4 

D4234 4 70.5 30.5 1.7 2.7 33.8 8.7 221.1 60.6 12.1 12.8 

D9362 11 72.8 29.9 3.0 4.5 31.6 4.7 276.2 55.5 13.8 12.9 

全体 751) 72.2 30.2 2.5 3.9 31.3 5.3 265.9 55.8 13.9 13.1 

分散分析  * NS *** ** *** ** NS * NS *** 

1)飼育頭数は81頭、内6頭はサンプル無し。 ※危険率 ***:p<0.001, **;p<0.01, *;p<0.05 
 

 

大山赤ぶたのIMF平均値は5.3（雄系統の範囲4.3

～8.7）であった。国外文献であるが、Solanesら 6)

は、デュロック種系統のIMFは、平均2.9と報告し

ている。一方、日本国内においては、新たな家畜改

良増殖目標 8)として、差別化やブランド化に資する

ものとしてデュロック種におけるロース芯筋内脂肪
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含量の高い（おおむね６％）系統の作出・利用が掲

げられている。吉岡ら 7)が、IMFを高める改良育種を

行い、ロース肉中IMFは，去勢雄で 6.3%、雌で5.8%

と報告しており、また、高IMF群を雄とする一般豚

の成績は去勢雄で 4.8%、雌3.9%であったとして報

告している。これらのことから、大山赤ぶたのIMF

は高いが、国内にはより高いIMFを目標とした育種

が行われており、生産者と消費者ニーズによっては、

豚肉の高品質化のたにIMFを高める育種が今後必要

である。 

 

表4 デュロック種のIMFと発育、産肉成績 

IMF% 低IMF群（≦5.3） 高IMF群（＞5.3） 

N 43 

（雌27、去勢17） 

34 

（雌13、去勢21） 

IMF% 4.1 ± 0.79 6.9 ± 1.35 

生時体重kg 1.5 ± 0.26 1.3 ± 0.31 

離乳体重kg 5.3 ± 1.13 4.7 ± 1.31 

背脂肪cm 2.1 ± 0.62 2.6 ± 0.55 

枝重量kg 68.5 ± 4.03 72.9 ± 4.32 

歩留まり% 60.2 ± 3.08 63.1 ± 2.48 

と体幅cm 33.8 ± 2.35 35.0 ± 1.54 

 

IMFと発育、産肉成績は表4に示した。大山赤ぶ

たのIMF平均値である5.3%で区分し、高、低IMF群

とし、各産肉形質の数値を集計した場合、生時体重、

離乳体重、背脂肪厚、枝重量、歩留まり、と体幅の

平均値の差に有意差がみられた（有意差項目のみ表

示）。出荷日齢、出荷体重は差が無かった。つまり、

平均より高い群は若齢期に低体重であるが、順調に

発育した個体であること、または性の影響と考える

ことができる。芦原ら 1）は、筋肉内脂肪蓄積は、生

後の発育遅延や筋肉発達抑制と関連があることを報

告している。このことは今回の成績と合致する。ま

た、大山赤ぶたでは離乳体重が小さい腹もあり、乳

量が少ないことも考えられる。したがって、今後の

IMF改良に当たり、直接的遺伝効果だけでなく母性

効果を考慮する必要がある。 
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